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令和３年度  社会福祉法人本庄市社会福祉協議会事業計画  

 

「みんなで支えあう  思いやりのあるまち  本庄」  

～安心と共生のまちづくり～  

 

 

○ 事 業 経 営 の 方 針  
 

全国的に、人口減少や少子高齢化が急速に進展するなか、地域では社

会的孤立や貧困、虐待、８０５０問題など、福祉課題はますます複雑

化・多様化し、また、近年では大規模な自然災害への対応も大きな課題

となっています。さらに、令和２年度には新型コロナウイルス感染症が

世界規模で拡大し、我が国で初となる「緊急事態宣言」が発令されまし

た。本庄市においても、多くの方がこの感染症の影響により生活に困窮

し、地域活動では長期間にわたって自粛を余儀なくされている状況で

す。  

国においては、地域包括ケアシステム強化を目指して「地域共生社

会」の実現に向けて、社会福祉法等が段階的に改正され、市町村におけ

る包括的な相談支援体制の構築など、新たな政策が打ち出されていま

す。本庄市においても、コロナ禍における「新しい生活様式」に則り、

一人ひとりの生活の多様性を尊重しながら、福祉活動等に安心して取り

組むことができる地域を目指すため、市民や団体、企業、関係機関など

が連携、協力していくことが強く求められています。  

令和３年度、本会では差別や偏見のない地域社会を目指して、引き続

き見守り活動やサロン活動、その他ボランティア活動等の支援に努め、

自治会連合会や民生委員・児童委員協議会をはじめとする地域団体のみ

なさまとともに、小地域福祉活動の推進に取り組みます。また、行政と

のさらなるパートナーシップ強化を図り、相談支援体制の整備や、次世

代を育成するための福祉学習の充実など「みんなで支えあう  思いやり

のあるまち  本庄～安心と共生のまちづくり～」の実現に向けて、心し

て取り組んでまいります。  

 

 

「市民の生活を支える仕組みづくり」  

 

誰もが住み慣れた地域で安心して生活を送るために、分野横断的な「仕

組み」の構築を目指す取り組み  

 

○相談支援の仕組みづくり  

◇生活相談支援体制の整備  



2 
 

◇各種相談窓口の運営（心配ごと・結婚・成年後見・生活困窮） 

◇市民への福祉情報の提供  

・まちの「ふくしＰＲコーナー」の増設。  

◇ＳＡＩＴＡＭＡ出会いサポートセンターの運営  

◇本庄西地域包括支援センターの受託運営  

 

   ○横断的なサービスづくり  

◇権利擁護事業の推進  

◇成年後見サポートセンター事業の受託運営（新規）  

◇住民参加型在宅福祉サービス事業の充実  

 ・有償家事援助事業（ほんじょう助け合いサービス）の拡充に努める。  

◇福祉資金の貸付  

  ◇災害支援体制の整備  

・市及び関係団体との連携体制の構築に努める。  

◇生活支援コーディネーター業務の受託（協議体の運営）  

・協議体を運営して生活支援体制の整備に取り組む。  

 

 ○人にやさしい生活環境の充実  

    ◇高齢者見守り事業の実施  

◇介護保険・障害福祉サービスの提供  

◇児玉郡市手話通訳者派遣事業の受託実施  

◇ファミリー・サポート・センターの受託運営  

 

 

「人と人とのつながりづくり」  

 

あらゆる生活課題への対応力を強化するために、地域ごとのネットワ

ークや組織づくりを目指す取り組み  

 

○小地域における福祉活動の推進  

    ◇サロン活動の推進  

・ふれあいいきいきサロンや福祉サロン活動を支援する。  

    ◇地域における見守り体制の整備  

・地域ごとの見守り活動を支援する。  

○関係機関・団体等との連携強化  

    ◇地域福祉団体との連携  

◇民生委員・児童委員協議会との連携  

◇彩の国あんしんセーフティネット事業の実施  

・市内の社会福祉法人と連携し、生活困窮者の支援を行う。  
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「地域で共に生きるための人づくり」  

 

市民の生活を支える「仕組み」を機能させるために、ネットワークや

組織を構成する人材の発掘・養成・資質向上を目指す取り組み  

 

○福祉学習の充実  

  ◇ボランティア体験プログラムの実施  

    ◇福祉教育推進事業  

・学校や地域における福祉教育を推進する。  

◇「総合的な学習の時間」における福祉教育支援  

    ・新たな福祉教育プログラムについて協議、検討する。  

 

○地域人材の確保・育成  

 ◇各種ボランティア講座の開催  

・ボランティアグループと連携して養成講座を開催する。  

◇ボランティア活動の支援  

・高齢・障害・児童など様々な分野のボランティア活動を支援する。  

 

 

「計画推進体制の発展・強化」  

 

様々な事業を展開するために、地域の中核的な福祉機関としての機能

を強化するとともに、活動のための財源確保を目指す取り組み  

 

○社会福祉協議会の機能強化  

◇「ふくしの杜ほんじょうプラン２１」の推進  

◇社協会員の増強（社会福祉協議会の認知度向上）  

・各種媒体等を活用して、会員制度や事業等を周知する。  

 

 ○地域福祉財源の確保  

    ◇社協会費・寄附金の確保  

◇共同募金運動の推進（赤い羽根・歳末たすけあい）  

・地域団体等と連携して募金活動等を展開する。  

    ◇自動販売機設置経営事業の実施  

   ◇赤十字会員の募集  


